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等々、さまざまな作業を含んでいる。

最近英国で出版された、サンカノゴイ、ヨーロッパチュ

ウヒ、 ヒゲガラなどの野鳥の生息地の保全を目的とした 

ヨシ原管理についてのガイドブック （ Burgess and 

Evans,1989)などは、このような面で参考になる〇わ 

が国でも、野鳥だけでなく魚類その他の水産生物や水生 

昆虫、両生類などの生息環境の保全、水質浄化機能の保 

全等も考慮に入れ、さらにわが国の風土に即したヨシ群 

落その他の水辺の植物群落管理の理論や技術を、早急に 

検討•整理する必要があろう。この問題については、ま 

た別の機会に詳しく扱う予定である。
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〇漆畑信昭著『柿田川の自然』 （そしえて発行、1991年

2 月、134頁、1， 800円)

日本でいちばん有名になった湧水河j11、それは静岡県 

清水町にある長さわずか1 . 2kmの柿田川であろう。水中 

に は “ミシマバイカモ”はじめ多くの水草が群生してい 

ることでも知られる。 しかし最近は、湧水量の減少や観 

光化のために問題を抱えている川でもある。今、柿田川 

の自然を守ろうとトラスト運動が始まっていることをご 

存じの方もおられるだろう。その柿田川の水中やその周 

辺に生きている野鳥、昆虫、魚類、植物などをカラー写 

真と文章で紹介したのが本書である。コンパクトな本で 

あるがそれぞれの種の説明がたくみな自然誌となってい 

て、全然なじみのない生き物のこともたいへん興味深く 

読むことができる。水草関係では、 「フサモ」が間違い 

(写真はどう見てもホザキノフサモ〇フサモが柿田川に 

あるのかどうかは疑わしい）であるほかは、よくまとまつ

ている。

O T 正 俗 『中国水生雑草』 （重慶出版社、199眸 6月、

501頁、3 ,100円)

中国の水草（多くの湿生植物含む）の図鑑としては、 

もっとも詳しく、かつ包括的なものである。61科155属4 

37種が取り上げられ、属ごとに種への検索表があり、32 

2枚の図とそれぞれの種に関する記載がある。 日本産の 

水草の分類を調べる上でもたいへん参考になるものだが、 

種の分け方が細かすぎるとの印象はぬぐえない。例えば 

ヒシ属は16種、ヒルムシロ属は25種といった具合である。 

これは中国の分類学の発展段階から言えば当然のことな 

のかも知れない。今後、諸外国の研究との対比を通して 

もっと整理されていくのであろう。ボリュームの割には 

廉価な本なので興味のある人は手元に置いておいてもよ 

い本であろう。 （角野康郎）
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